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３．事後評価結果 

深層学習の応用範囲は植物科学・農学にもひろがっている。しかし、教師データ収集コストの高

さ、教師データのアノテーションコストの高さ、作成した深層学習モデルのブラックボックス性に

よる解釈性や真正性の不透明さなどの課題が、本手法の本格的普及の足かせになっている。本研究

は、集合知の利用によるアノテーション付き画像の自動大量取得とそのデータ品質の確保や、深層

学習を用いる病害虫診断モデルがブラックボックス内で認識している特徴量を可視化することで

診断性能の向上に成功した。また、平面上に一部重なりながら配置する多数の種子の認識・計数モ

デルを例に、シミュレーションで生成した人口画像を教師画像として用いることで、一切の人為的

アノテーションが無くても、高い判別精度を実現することにも成功した。以上の成果は、深層学習

の植物科学・農学への応用性を一気に上げるものとして高く評価できる。 

 


